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令和 7年 5月 23 日

令和７年４月までの観光入込客数等について

１ 令和７年１月～４月の観光入込客数

１，５４９，０００人 （対前年比 ＋194,000 人 114.32％）

２ 令和７年１月～４月のサンプル調査による外国人宿泊者数の対前年比率

前年同期比 １２６．０４％

（対前年比 1月 180.89％、2月 130.00％、3月 103.35％、4月 109.62％）

３ ゴールデンウィーク期間の観光入込客数

令和７年４月２９日～５月５日（７日間）

２００，１００人 （対前年比 ▲1,400 人 99.31％）

４ ゴールデンウィーク期間の交通量調査

令和７年５月３日～５日（３日間） ※飛騨ナンバー車両を除く高山市への流入量

・乗用車流入量 ４９，４９８台 （対前年比 ▲5,230 台 90.44％）

・バス流入量 ４５３台 （対前年比 ＋51 台 112.69％）

令和７年 令和６年 対前年比

月別(人) 累計(人) 月別(人) 累計(人) 月別 累計

1月 367,000 367,000 288,000 288,000 127.43％ 127.43％

2 月 353,000 720,000 323,000 611,000 109.29％ 117.84％

3 月 388,000 1,108,000 331,000 942,000 117.22％ 117.62％

4 月 441,000 1,549,000 413,000 1,355,000 106.78％ 114.32％
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担当監 葛井 孝弘

係名 企画・経営係 海外戦略係

係長 葛井 孝弘 係長 山腰 明彦

連絡先 直通 0577-35-3145 内線 2441 直通 0577-35-3346 内線 2416

令和７年１月から４月までの観光入込客数は、１５４万９千人と推計され、対前年比

で１４．３２％の増加となっています。増加した主な要因としては、堅調な外国人観光

客の来訪に加え、春の高山祭と同時期に開花した桜見物へ多くの人出があったことによ

るものと考えられます。

一方、宿泊する日本人観光客については前年と比べ減少傾向であり、要因としては物

価高に伴う支出抑制の影響が考えられます。
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令和７年４月までの観光入込客数等について（詳細）

１ 高山市（市全域）における月別観光入込客数の推移

２ 外国人宿泊者数の対前年比率（※市内宿泊施設からのサンプル調査結果）

３－１ 春の高山祭の人出、ゴールデンウィーク期間の観光入込客数の推移
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３－２ ゴールデンウィーク期間の観光入込客数（日帰り、宿泊別）

４ ゴールデンウィーク期間の交通量調査

調査期間：令和７年５月３日～５日（３日間） 午前８時３０分～午後４時３０分

調査方法：高山市内１０箇所における、乗用車、バス、自動二輪の方面別市内流入量を計測


